
学校法人近畿大学理事長殿

感鄭建,文部科学省高等教育局私学部私学助成課長
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1点途靴蔀熊.

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に係る中間評価

(平成25年度実施分)の結果について(通知)

さきに提出された研究進捗状況報告書を「私立大学戦略的研究基盤形成支援

検討会」において評価した結果について、別添評価票のとおり通知します。

別添評価票は、評価を行った2名の私立大学戦略的研究基盤形成支援検討会

専門委員の評価結果となっております。

貴学校法人におかれては、研究組織に評価票を周知いただくとともに、評価

結果を踏まえ、引き続き研究の適切な遂行に努めてくださるようお願いします。

なお、追加書面・実地調査の対象となっている事業については、別途通知し

ます。

また、参考までに、今回中間評価の対象となった全ての事業における各委員

の評価結果(糸念合所見)は、 A評価(着実な進捗が見られる)が全体の45 %、

B評価(進捗は見られるが、改善すべき点がある)が全体の46 %、 C評価(進

捗があまり見られない)が全体の9%となっております。
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【本件問合せ先】

〒100一即59 東京都千代田区霞が関 3 - 2 - 2

文部科学省高等教育局私学部

私学助成課助成第二係(担当ソ」、林、平井、櫻庭)

T E L :脇一5253-4111(内線 2774)

F A X :脇一6734一諦96

E一Ⅲa il : j ose i2@mext. go. jp
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大学名

近畿大学

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」中間評価

(平成25年度実施分)に係る研究進捗状況評価票

申請区分

研究プロジェクト名

近畿大学大学院農学研究科

【研究進捗状況報告書に対する評価】

1 研究組織について

研究者間の連携、情報共有がなされ、プロジェクト推進が図られている。

大学院生・RAの活用がなされている。

評価体制が適切に構築されている。

研究拠点を形成する研究

研究組織名

環境調和を志向した革新的植物アグリバイオ技術の統合型研究拠点の形成

2 研究施設・設備等について

本支援事業により設置された研究設備は有効に活用されている。

プΠジェクト番号

3 研究プロジェクトの進捗状況・研究成果等について

着実に研究成果をあげており、成果の公表も活発に行われている。

深溝慶

研究代表者名

園困

S1101035

4 その他(選定時「留意事項」への対応状況等)

選定時「留意事項」に対して相応の対応がなされている。

5 総合所見 '① B C



大学名

近畿大学

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」中間評価
(平成25年度実施分)に係る研究進捗状況評価票

申請区分

研究プロジェクト名

近畿大学大学院農学研究科

【研究進捗状況報告書に対する評価】

1 研究組織について

・研究代表者の下に二つのグループが形成され、両者間で情報交換を行いながら研究の進行が

なされている。

・外部評価体制が構築され、実施されていることは評価できる。

・ RAの活用について配慮がなされている。

研究拠点を形成する研究

研究組織名

環境調和を志向した革新的植物アグリバイオ技術の統合型研究拠点の形成

2 研究施設・設備等について

・特段の問題なし。

3

プロジエクト番号

研究プロジェクトの進捗状況・研究成果等について

原著論文の発表、招待講演の実施、口頭発表、特許出願など、構想調書に沿って着実に成果

を挙げている。

深溝慶

研究代表者名

園困

S1101035

4 その他(選定時「留意事項」への対応状況等)

「スケールの大きな視点で実行されたい」との指摘に対し、共同研究を展開するなど、限定的

ではあるが、初動的な対応がなされている。

5 総合所見 (A・ B C


